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この記録は 2012 年 4 月号の『自治総研』（地方自治総合研究所発行）に掲載され、さらに同年

5 月に横浜地方自治研究センターから『横浜地方自治研究センターブックレット』ＮＯ３として出

版された「飛鳥田横浜市政と革新自治の時代―そのときヨコハマは燃えていた」に同じ題名で収録

されている。本文はそれをさらに 2013 年 5 月に、加筆・増補したものである。 

 

はじめに 

 

私は 1955 年に設立されたばかりの財団法人

東京都政調査会に、1956 年 4 月から 1963 年

までの 7 年間勤めていた。都政調査会は戦後、

革新の立場から自治体や都市問題をテーマとし

た民間の調査研究機関で、戦前からのいわゆる

左翼知識人と東京都の労働組合の出資と協力に

よってつくられた組織であった。都政調査会の

中心になっていたのは戦前の左翼ジャーナリス

ト出身の事務局長の小森武であった。その活動

に協力したのは元東大教授の大内兵衛を中心と

した戦前に活躍した労農派系の学者グループと

それにつながる人たちであった。そして、東京

都政の改革の都民運動を広げ、美濃部革新都政

の成立など、戦後革新政治のなかで異色の時代

を演出してきた。 
私はそこで大内兵衛を中心とするグループを

はじめ、1960 年代以後の若手学者研究者とと

もに仕事をしてきた。その後 1963 年から
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197 年まで横浜の飛鳥田市政に し、横浜革新市政と 国革新市長会の設立や、長

知事の 生に わってきた。197 年、飛鳥田市長が社会 員長に転出後、19 0 年に関東学 大

学教授に転出した。 
その間、戦前の革新系学者や活動家の人たちと、戦後の革新系の人たちや革新首長との を体

しながら、戦後民 のなかで まれてきた「市民運動」をめぐって、戦前の「革新」と戦後

の「革新」の 性と 性について えることが かった。 
さらにマスコ から とかいわれ、ナ の かった都政調査会事務局長の小森武の人 につ

いて、これまで なことが くあった。私は都政調査会にいたこ からできるだけ調 てみよ

としてきたが、 た ないまま まで てしまった。 
 
この 書は、これまでそ した問題 識を えたままきたのだが、この 、その間の や経

を、東京都政調査会設立の経 とその と、1960 年代から 70 年代の革新自治体とのつ

ながりについて、その 者である小森武の人 とその人脈を中心に、知る りのその を記

録として こ としたものである。 
しかし、こ した経 についての戦前 の 資 は に ない。かかわってきた人たちが、

とくに戦 協力に関することなど、 に るこることを けてきたと わ るをえないことも

あり、 な資 で できないものが い。したがって、文中のなかには、 時の私の によ

るものや、 に くものがいくつか まれる。そのため、この記録を私の「 書」としたこと

を りして きたい。 
ただ、文中には、戦前の事 の名 や についての簡 な と、補 に だった 文

については戦後 の最後に した。 
 

戦前編  東京都政調査会をつくった人たち 

 
都政調査会を た  

1930 年代から 40 年代にかけて、 本は い戦 の時代であった。そのなかで社会 の立場

に立ちながら国の体制を えよ として活動した人たちがいた。その くの人たちは されたり

社会から されたりしたが、時局に しながら かに活動を やさなかった。そ した人たちは

戦後 本のなかで新しい活動の場を 出して、さま まな 野で の時代へつないでいこ として

いた。1950 年代後 に、革新市長会設立のきっかけつくったのもこの人たちであった。 
戦後、民 を して活動した くの人や組織があるが、1955 年（ 30 年）、都政の改

革を して設立された東京都政調査会は、そ した人たちによってつくられた。そこからさらに

10 年以上を経て、よ やく自治体改革が政治 題となり、さらに革新自治体の につながって

いき、1967 年、東京に美濃部革新都政を生みだすことになった。 
戦後の地方自治の れでい と、1950 年代は戦後民 改革への が加えられるなかで、

市 合 や国の事務 の増大とともに、地方財政の が だ。50 年に って地方財政

法の成立、自治法改 と政 の による新中 体制が み、経 ・内政ともに高 経

成長への国内体制が えられた。 
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1950 年代後 にはいり、 ・都市 の な 、 による地 発は、経 ・社

会の に大きな をもたらした。地方から大都市への人 動が み、農 社会から都市

社会への転 が だ。 な の 行とともに、公 の発生をはじめとする都市問題の 、

生活 の に する市民の 運動が増加していった。地方自治では、1947 年、新 法とと

もに地方自治法が 行され、4 月に 1 地方選挙が こなわれた。しかし、新しく選ばれた

首長・ 員の くは、戦前の い地 政治や 体制が、 を えて く っていたが、 方、

戦後の民 への の高まりのなかで、革新政治を す首長も出 した。 
その くは戦後生まれた労働組合の出身、戦前の農民運動の 者、地方の 力者、 部の文

人などであった。しかし、 による 体制のなかで、行財政ともに自治体首長のできること

は く られていた。 
方、社・ の政 はじめ、労働組合など 時の革新 力にとって、自治体は改革の として

より国家 力の であり、 す きものとい 方が であった。したがって革新首長の

ありかたや自治体行政に、 した政 のもつ発 は と ど しなかったといってよい。 
こ して戦後 の革新系首長の くは 2 には 選し、また革新から保 に を転

るをえなかった。したがって、この時 の革新首長は、それ以後の 1950 年代後 から、さ

らに 1960 年代の革新自治体の 出につながるものは なかった。 
1955 年の 3 地方選挙前後から、新しいタ プの革新首長が生まれ め、自治体のあり

方や が問われるよ になってきた。新中 が み、地方自治への 機 が高まり、自治体

に ける革新のあり方の がはじまるよ になった。東京都政調査会がつくられるのは、この

1955 年の仙台市長選挙がきっかけであった。中心となった小森武や高 をはじめ、設立に

加した戦前の研究者や活動家たちは、そこに戦後の新しい時代のなかでの活動の場を 出そ とし

ていた。 
しかし、革新自治と地 の民 をどのよ に 体 していく きか、都市問題にど す

きか、 の であった。そ した戦後の都市や地方政治の状況のなかで、1955 年 10 月に

東京都政調査会が設立された。 
 
東京都政調査会の設立と の  

1955 年は、自治体問題を めて戦後 本の政治・社会 の転 の となる年であった。そ

のなから、 つの に向けた をもった調査・研究組織が東京都政調査会とい 団体である。 
すでに東京には「東京市政調査会」（ ・後 ・ 田記 東京都市研究所）とい 名 の あ

る団体があった。 本で都市問題や地方自治を研究するために設立された めての機関である。

1922 年に東京市長後 新 が設立を提案し、 時の 田財 の資 の提 によって 設された都

市問題や自治を に研究する学 機関である。 ーヨーク市政 新運動から生まれた「 ー

ヨーク市政調査会」に をとり、東京市政のよりよい発 を することを とした組織である。

したがってあらゆる組織から中立公 の立場をとってきている。 
これに して東京都政調査会（以 、都政調査会と ）は、同じよ に東京都政の改革を中心

に、都市問題や自治のあり方を研究し、 することを として 1955 年に設立された、 な

民間組織である。組織人員 20 人の東京都労働組合 合会（東京都労 ）の出資により、都政の

関 労組、革新系政 との協力、革新系の学者グループの のもとにつくられたのであった。 
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しかし、市政調査会との 本 な いは、都政調査会は に研究や調査事 を行 だけではなく、

都民運動を にして都政改革を め、革新都政を することを していたことである。事 、

仙台市長の島野武とともに、1964 年の革新市長会の結成を し、また 1967 年に美濃部革新都政

を し、その政 組織の中心になった。 
1955 年 10 月の会の発 と同時に 11 月に発 記 演会、 年 1 月に 『都政』を 、2

月に都内 36 所で「都政を る 演会」を している。私が都政調査会に研究員として 所し

たのは 1956 年 4 月で、スタッ はまだ 5 6 名の であった。事務所は東京 く 5 1、
ブックセンターの の のなかにあった。 年後、京 の中 公 社 ルの向

かいの の 2 に 転した。 
ここから、どのよ な人たちが、どのよ な 機でこ した団体をつくることになったのかを

らかにしていきたい。 
都政調査会は革新の立場を にして都市問題や地方自治を研究する機関としては、わが国での

はじめての組織である。こ した組織の 性が 国 に 識され めたのは 1957 年 からで、

自治労（ 本自治団体労働組合）が戦後の地方自治の後 に 機 をもち、地方自治研究 国

会を組織し、その後 とに地方自治研究センターを設けている。また、 市や大 市が内部

に研究機関を設けて研究 を出している。1963 年以後、横浜市も同 に研究 をつくり、 内に

都市問題研究 を設 している。都政調査会はそ した動きに をつけるものであった。 
 
都政調査会を設立 た人 と 

最 に 1955 年 10 月に都政調査会を設立した 員が、ど な人たちで 成されていたかを、ま

簡 に して こ 。都政調査会設立時の性格がよく かる。 
 

東京都政調査会設立時の 員（1956 年）（ ）内は経 、 は 務 事  
事長  （戦前 から転向 元「 都 新 」 長・ 京国民政 問） 
 事   
学識者                   

大内兵衛（東京大学 法政大学総長 経 学）、 高 （ 大学教授 経 学 元大陸新

員）、 小森 武（大陸新 長 黄土社社長）、島野 武（  仙台市長 

の ）、 （大 、 組合 合会、国家公務員 組合 事長）、

（  経 本部 長 経新 社長）、 （ 労働調査所 国民経 研究協会

事）、 衛（武 大学 経 学）、 武 （法政大学 財政学）、 田武 （立教大学 

財政学）、 成（東京大学 行政法）、 （文 家）、  （ 家）、

 （ 家）、 （東京都立大学 都市社会学 元東京都民生局長）、 田 衛（東

京都立大学 財政学）、 野 （ ） 
労働組合 員  
山 （自治労 員長）、 本 （都労 員長）、 田 （都労 員長 都

労）、 関 （都労 員長 都教組）、 中 （都労 書記長 都 労）、成田

（都労 員長 都高教）、関 ・ 野 ・ 田 ・ （以上都労 ）、

・ ・ 島 （以上都 労）、長 武（都教組）、 治（東 ） 
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都労 東京都労働組合 合会、都 労 東京都 員労働組合、都教組 東京都教 員組合、

都高教 東京都高 学 教 員組合、東 東京 労働組合   
 
よく知られているよ に、1955 年の都政調査会の設立から 1979 年の美濃部都政 にいたる

まで、 して会の中心になっていたのは小森武とい 人 である。ま めにその 代 事長の

と 事の島野武、小森武、高 について して きたい。 
は仙台市にあった 制 高 、高 と同 である。東京大学新人会の会員で、後、

1924 年 機関 「 者新 」で 筆が 野学、 は事務局 を勤め、192 年の 3・15
事 （ ）で される。 中で転向して、 山 や、 野学、 野成 らとともに「

派」を結成し、 後、 本 総 部の 問を経て、さらに上海で 京政 問をつとめている。 
島野武は 1905 年仙台生まれ。 の である。 制 高 、東京大学新人会の会員で、1930

年治 法で されたが、転向して となる。戦後、195 年に仙台市の革新市長となっ

た。 
小森武は に 1912 年生まれ。1930 年 立 島 でスト を して され

る。193 年 人民戦 事 （ ）で、治 法 で大内兵衛、 広 、 、

野 、美濃部亮吉、高 、 部 ら労農派（ ３）グループ 24 名とともに されたが

される。後、1940 年 、「大陸新 」記者となって上海に する。 国後、出版社「黄土

社」を設立し、大内グループを中心した経 学関 の本を 出版している。その後、黄土社は

し、ついで都政調査会をつくることになる。つけ加えると、戦後、 の の は、小森

武の長 さえ と結 している。 
に、その の学者・研究者について する。 

大内兵衛は 1 年生まれ。 本 制 高から東京大学、大 を経て、東京大学経 学部教授

となり財政学を した。1937 年 人民戦 事 で労農派の 者として された後、

される。戦後 学し、大内グループの中心として くの学者を てた。 
大内は 1947 年に内 員会会長などを し、戦後の経 に している。後、都政

調査会 問や法政大学学長を務めている。1950 年に向 、高 とともに社会 協会を

設立し、左派社会 の 者であった。しかし、高 によると、大内は「東京の学者は

東京の問題について、もっと に発 をし、政 に提 をしなければいけない。 だけを

やっていてはだめだ。」といっていたとい 。 
高 は 1901 年仙台生まれ。 制 高で と同 。東京大学経 学部 後、 大学教

授となる。193 年の 人民戦 事 で労農派の 員として され、 行 きの 2 年の

を けている。高 は上海にいく 2 月前の 1940 年 に、大内兵衛・ とともに、

やその 人で研究会を組織している。上海では「大陸新 」の 員となった。 国後、

小森に協力し都政調査会を設立し、 事長に した。さらに大内兵衛、向 とともに社会

協会の設立に 加している。 
ここで、1920 年代の 制 高の出身者について れて きたい。この 時、 制 高では に

社会 運動が であった。 と高 の上 生に「革 東民」とあだなされた 東民の か

広 と 本 がいた。1904 年生まれの美濃部亮吉は高 の 3 年 であった。島野武と東大教

授になった 成とは同 であった。 は戦後 後の 新 大 を し、のち 新

覚書　戦時中革新と戦後革新自治体の連続性をめぐって　5



 6

局長となり、1955 年の選挙では 市の市長になっている。 は大内グループの 人で後

の法政大学総長、 本は社会 運動を け、戦後には革新系の 市長から兵 知事となり、

1963 年の東京都知事候補となって れている。そのあとに美濃部は 1967 年に革新東京都知事に

なった。あとで るよ に、これらの 制 高の人脈は戦後の都政調査の活動につながっている。 
成は 1906 年生まれ。 制仙台 高で島野武と同 であり、東京大学法学部教授。 
衛は 1902 年生まれで、東京大学経 学部 。 人民戦 事 で大内グループの 員

として される。戦後、武 大学教授で、都政調査会の活動に に加わった。 
武 と 田武 はともに東京大学で大内 の 生。 武 は新人会出身で戦時中、

の京 大学教授であった。 
は 1902 年生まれ。京都大学社会 学研究会（京大社研）に り、 挙の

3・15 の で され、 される。後、野 がつくり も していた 労働

調査所にいて、戦後、国民経 研究所に った。 
は 1903 年生まれ。東京大学法学部 、大 、国民 局 か経 会、社会保

制 会の 員などを勤めている。大内グループの 員である。 
は 1907 年生まれ。京大から東京大学経 学部 後 り。戦時中 資動員 、

戦 動員 の 成に 加している。1914 年 間田 とともに 事 （ ）で

される。1945 年国民経 研究協会を設立。政 の経 本部 長として、都 人とともに

経 本部 スの 人と ばれた。1965 年、 経新 社社長を務めている。 
は 1903 年生まれ。東京大学 。 らと東大セッ ル ントで活動している。後

東京市に り民生局長から東京都立大学授となり、都市社会学を としている。 
田 衛は 1924 年生まれ。東京大学 で、都立大学教授財政学、都市問題研究を としてい

る大内グループの 員。後、美濃部都政で 調 局長をつとめた。 
は 1907 年生まれ。東大新人会の ン ーであった。3・15 事 で され、転向し

て保 。プ レタリ 家同 で活躍した。 
は 治文 の研究家で、戦前、 本労農 の出版部長をつとめた活動家であった。 
は 1904 年生まれ。東京大学では新人会の ン ーで国文 後、 の ち とし

て教 を されている。以後、 文学の 家、 家として人 問題などで活躍していた。 
野 については後 する。 

以 、 山 自治労 員長、 本 都労 員長は、都政調査会設立 体・出資団体であ

る東京都労働組合 合会の 時の 員である。 
労働組合の 員を にして、このよ な都政調査会の設立時の 員名 に、 したいくつかの

ー ー があることをみることができる。「戦前の ないし の活動家で されて転

向」、「東大新人会」、上海の「大陸新 」、「大内兵衛を中心とする労農派学者グループ、 に

制 高の 生とその れの人たち」、「戦時中の革新 」、そして、その にいるのが小

森武である。 
ここで、私が都政調査会に加わることになった経 についても て きたい。私は 1931 年

森生まれ。東 大学に 学した 1950 年、 が 大学に い教授 の 演会を組織し、東

大学でも かれることとなり、 学 の学生運動が しく き、 どこ ではなかった。 
時の経 学部の 研究生（ の大学 ）に、 の の と とい
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がいた。1954 年、 研究生を 後、 は 知大 、 は 島大学 、私は学部

後 島大学 学 の 手となった。195 年、 年間の 手の 間が わったとき、 と

から東京に新しく調査研究機関ができたので らないかと された。そ して私は都政調査会が

設立された 年後の 1956 年 4 月に、小森武や らとはじめて会った。 
その後、7 年間都政調査会にいたが、1963 年に横浜に飛鳥田革新市政が 生し、 されて横

浜市の 員となった。そして 197 年、飛鳥田 市長が社会 員長に転 後、19 0 年に関東

学 大学経 学部教授に った。 
時、設立されたばかりの都政調査会のなかでは、小森武が会の の運 を こなっていた。

事務長としての武田 の か、私たちの仕事は 『都政』の と が中心であった。研究

や調査活動は小森と高 が仕 っていた。しかし、2 年後には研究会の運 や 調査などが

まかされた。 
事長の と 務 事の 野 の 2 人は、 の小部 にいて、会の運 にはまったくタッ

、時 出するだけであったが、小森は大 に っていた。 野 の 性はいまもって

であるが、 と に であったことから すると、192 年の 3・15 事 で された

の 部のなかの 1 人であった 野学（東大新人会出身）か、またはその 2 人の か、それ

とも学の で スク の大学で学び、後に 中 員になった 野 の 名（ ）ではないか

と が、い れにしても 野学かその 者の かであったと が かではない。そして 3
年後あたりになって 2 人は都政調査会の事務所に を さなくなったが、私たちには小森からな

の もなかった。 
 
戦前 の と の後の  

都政調査会の設立のために、ど して以上のよ な人たちが名を たのか、そして戦後の革新

自治体の 成にどのよ にしてつながったのかを らかにするには、中心になった小森武をめぐる

戦前の 本の時代状況と人脈について ら ばならない。 
しかし、 ながら小森武についての資 は と どない。わ かに、 新 調査研究 の社

内 に 部 があるだけである。本人は自 の についてはまったくといってよい ど ってい

ないし、 し してきたためである。 
小森は 1912 年 に生まれているが、 の時代から 年 までのことは知られていない。

新 社調査研究 の によると、1930 年代に 大、 田、 治など同 事 が 発

して り、「 立 島 （戦後は東京学 大学に 合）の 4 年生のときに、教 事 に

を発し、 の自治 立、 長の公 をめぐって きたスト を して にな

ったとい 。ストは 時の 大生 、 高生の らが して り、この関 で中

後、 らがかかわっていた新 教 運動に 加、 本労働組合 国協 会（ 協）の ルグとし

て 教組の前身ともい き 本教 労働者組合の結成にもかかわった」が、それ以上 しいこと

はわからない。 
この 中戦 に しよ としていた時代、 部の台 とともに、 をはじめ 政 の左

翼活動家に する の弾圧が しくなってきた。1923 年の関東大 の 動のなかで、 政

者大 が 大 によって された。 
1925 年には治 法ができ、 や 政 の活動家、左翼の学者や文 人への り ま
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りが まった。1926 年、京大などの学生社会 学生 合会が、最 の治 法 で され、

そのなかに 事の がいる。 上 が京大を されるのはその 2 年後である。 
1926 年、 が山 色 で 大会を いたことが し、 高 は 2 年 どかけ

て 員の 挙を こなった。3・15 事 である。そのなかの 部の 人に がいた。

その か野 、 、市 、 野学など の 者がでた。 野学は 本を 出し

たが、後に上海で された。 
の レス から る に 者が広がったのだが、その のなかに の の島野武の

所があった。島野は東大の新人会の 事長をやって り、また 同 員の学生だったが、

・ を手 って のレ をやっていたのである。ただし、活動が であり、かつ学生で

あるとい ことで されている。 
された の活動家たちは、それまでの の りをみとめた転向派と、あくまでも

の組織を しよ とする 転向の 田 や野 たちに かれた。転向グループは 転向

派とは に を け、1933 年に 野学と 山 が転向 をだし「 派」を結成し、

から 名された。その 30 人のグループのなかに 、 野成 （東大新人会出身）、

、 本 、 野 などがいたが間もなく される。 
小森の動向についてわかるのは、それから 10 年 どたってからの 193 年の 人民戦 事

である。1937 年の 人民戦 事 では加 、 、向 などが された

が、193 年 2 月の では大内兵衛、高 、 広 などの労農派の学者グループが治

法 で された。そのなかの 人として小森武も されている。小森が 26 の であ

るが、 島 を されたあと、さま まな労働運動にかかわっていた。 
高 は の 転向グループをの いた 派グループと 派の学者グループと、大内

をはじめとする労農派学者たちと いにして に している。転向した 派グルー

プには学 が高く、 力に長けていた人 が いだけでなく、コ ンテルン（ ）と し、

制 と 国社会 の立場の らには、 の い方があるとみていたのであ 。 
そして らの くは 事 を 機にして台 してきたナ ナリ の動きにあわ て、 国

社会 の立場から社会改革の を えるよ になり、そ した 向のなかで中野 たちに

する 翼 と国力増 を す革新 との したものが生じてくる。 国の 国の

の つとなった 協 へのある の が、労農派学者グループが を めてだけではなく、

調査部の 大 の いに じたり、また 国大学に 加することになっていく。 
たとえば 野成 や のよ に、 後 部の を けて 生 会社をつくり、戦後、国

ルプ 会社をつくり、 野は社長、 は 社長になって財 の 員になる。 野はその

後、さらに に り、 経新 社社長にもなっている。その間、都政調査会を で して

り、島野武が革新派から仙台市長選に出 したとき、 して をしている。 
同じよ に は 後、「 都 新 」の 長となっているし、 京政 の 問にもな

って中国にいっている。「 都 新 」は野 市が 1932 年に したもので、野 は 時の

新 を国 と しながら、元 員を っていた国 者のジャーナリストであり、

戦後は公 を けている。 がかつて の 機関 「 新 」の 長をしていた経

をかったのであ 。 
小森がこの野 市に がられたことが、その後、上海で された国 新 「大陸新 」の

8　自治研かながわ月報 2013年6月号（No.141）



 9

記者となって上海にいくことになったのであ か。それも、 の によるものかもしれない。

ここでも と小森の いつながりが われよ 。 
「大陸新 」は 中戦 のなか、 中地 で 本の陸海 び 務 の いりで、1933

年 1 月に上海に本社を き、その年の元 に された新 である。 新 社が協力を さ

れ、 時の美土 社長はいった ったが、 部に し られ、資 や人員を り、 に

協力した。ただし、戦後の社 では 新 の として記録されている。 号には 時の 務

大 田 の が を った。 
「大陸新 」は国 都市の上海にあって、戦時 の 制の しい本土と い に自 な

があったよ で、 本の知識人や文学者などの 筆が くみられた。社長は、 家 であ

った。 家は関東大 のとき大 家を し、後に 国で活躍した 大 の 務局

長時代に部 として 務 で働いていた。小森は上海でその 家 と戦後までつながりをもつこ

とになる。 
家は戦後、公 となり、195 年に政 に 、自民 国 員長などを し、 田

派の となる。ここで、 田が 務大 のときの 1971 年、美濃部都知事が 中国 の

ために自民 事長の「保利書簡」を に して問題になった事 を したい。その

りをしたのが 家と小森であった。 
小森が上海で「大陸新 」の記者となって中国にいった な時 は であるが、 は 京

国民政 問として中国に り、上海に を き小森と び することになる。 だが、小

森を大陸新 の記者に仕向けたのは、 都 新 の 長になっていた ではないだ か。 
小森は社のなかで社会部長、 員、 京 員を勤めている。また、後に「大陸新 」の

として上海にいった高 のために、 京政 ・ との 会 を レンジしたとい 。

1942 年に 新 にいた 武と も「大陸新 」に派 されている。 そらく小森と

に仕事をしていたのであ 。 を 家に したのは、戦後、自民 の国会 員となった

本 美 だといわれる。 
ただし、 が 京国民政 問としてど な仕事をしていたのかは からないが、中 派

総 部 問の 書きがついていた。しかし、戦 が わって は戦 として中国で にか

けられている。その を勤めたのは、戦前から ・ を って上海に っていた の島野武であ

った。戦 として を けていた は、 のまま 1945 年 11 月に国 を け

て、 年 に 国している。 
な 、島野は 1930 年代に の資格をとって り、 された人たちの や の

として活動していた。そのため島野が 1955 年仙台市長に立候補したとき、戦前に弾圧された人た

ちが仙台に けつけて している。なかでも、 が 野成 をつれて仙台に行き、 本 行

の仙台 長に島野の をするために地 の 行に働きかえるよ 圧力をかけたとい が

っている。また、これには 時の東京 行（戦前の横浜 行で、行内にはリ ルな が

あったといはれる） 部も えしたともいわれている。 
こ した人たちが戦前から戦後にかけてなにを え、なにをしてきたのか、本 の記録を して

くれなかったことが である。 
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海の をめ 人  

つ に、高 の上海行きと「大陸新 」勤務について れて きたい。1930 年代、治

法その で くの左翼活動家や学者・研究者が されたことは前に た。そのなかでも、

からの転向者の中でも、コ ンテルンの方 を し、かつ 制の を めた 政 な

どの活動家、知識人、労農派の学者の くは中国大陸に っている。 
調査部をはじめ 部や、さま まな調査機関、 機関などで な人 を しかったこと

もある。また、そ した には、 には 時の治 機関内部に 転向の グループは 務所

に して くが、転向派は らを国内に くよりも、 し 大陸で った が で に立つ

とい が 内部にあり、それを に保 したともいわれている。 
中国大陸では 本人の 翼のいわゆる大陸 人と左翼人 が同 していたといえよ 。とくに

調査部の 者となった 大 のとこ には、戦前左翼知識人が まっていた。

はそ した 力をもつ人 が だとして け れていた。 翼のさえたる がな 左翼知識人

を けいれたのか、それも労農派の人たちが かったのか、あとで れてみたい。 
、 島 、野 、 、資 にいた中 などである。しかし、この

人たちは調査部のなかで、 れた調査 の を したが、 活動をしていたとして 1942
年に 調査部事 で されている（ ）。そのなかの野 （後の 大学教授）は

都政調査会の設立に に協力していたし、中 もさま まな で私を して革新自治体に

してきていた。 
転向した 野学は東 経 調査局に したことがあり、 の中 らに中国 の調査をす

ることを したとい 。そして上海事務所の の事務所には関東 の 機関が しく出 りし

り、 地では中 との ブルス ではないかと されていたとい 。 
中 は 調査部事 で 1942 年に上海で されるが、それらの を 高に 状したのは、

野成 だとい があるが かなことは である。 
また、 財政経 研究所で と にいた は、戦後、社会 から 員

となり地方財政はじめ革新自治体の発 に協力を けていた。 
同じよ に、戦後、組織問題研究会をつくって社 間の調 に活動していた京大 の 小

は、3・15 で 後、 調査部に り、上海では とも があり、戦後の革新運動で

は革新自治体や市民運動に い関心を して活動していた。 
高 は、 人民戦 事 で され、保 されたが、そのいきさつと「大陸新 」との

かかわりについて、 のよ に っている。以 、本人の 録『わたしの 』から する。 
「 でこれから 文を書くのに 心するとい で保 になった。 も いに っ

ていた です 。Ｏ でした。美濃部 吉 生に で出合ったら、 前こ ど になる

だそ だ 、といわれた。 まくいくかと ったら 事局から び出しがあって、 りてくれそ

してくれれば 行も くし にも しない、とい のです。 
その ちに、上海の新 社行きの がかかってきた。 広 さ がいくは だったのですが、

さ は、 本の経 力が戦 に かど かとい 調査を の でやっていたので、 はち

が私に ってきたのです。 の 内 、東大の 教授に しま とい 保 人

になってもらい、それを 所に提出しました。それで上海と内地とを つとい 生活が 戦

まで くのです。 
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上海には 制 高の同 の がいました。そして「大陸新 」の になりました。社には

社の中 スタッ がいて、社長は 家 とい で、大学教授などとい 人 は 手だから

からといって、若い 手の 手をしました。 家 は大内兵衛さ と同じ 島 とい こ

とがあって、大いに されました。 
社会部記者小森武が私の 、保 。私は小森さ のテストに合格したらしく、それか

ら まで 50 年、小森は私より り若いのですが、 が家の最高 問。 いに 員長

の を結 でいるのです。」 
また のとこ で、こ も っている。「（上海での） な で のなかの は大陸

新 社長の 家 と小森武記者であった。 家は 25 ぐらいだったが、 。いまも『大陸

会』でときどき会 。 家が小森に大学教授などとい 人 は 手だ、 にあしらって けとい

があったらしく、こ して私と小森の き合いが まった。大学教授は そらく小森が き

でない人 の ク ス。しかし、小森は から までめ ど を てくれた。」 
また、高 の書いたものを だ上海 兵 から び出しを け、 前は利 行 をしている。

転向者となっているが、われわれは していない。内地とちがって な手 きはいらないのだ

と され、 時、社内で 元 兵大 をみていたから かったとい 。 時、中国 中には

1944 年 で 124 名の元左翼がいたとい 。陸 、 会 所についで かったのが大陸新 社で、

高 、小森の か 名 どがいたそ である。1942 年の大陸新 社の財団法人 の時 の名 で

は高 は本社 局 問となっている。 
こ して高 と小森武の結びつきは なものとなり、戦後、 くなるまで 人 での仕

事に協力しあった。 
また、美濃部亮吉は 法学者であった 美濃部 吉の とい ことで、 でも に って

いた。そして 家 の 利きによって 兵をま かれ、保 を める として「大陸新 」の

東京 記者としての 書きと が えられていた。 家は陸 、海 、法務 の 者を

し、 学者グループの保 をはたらきかけ、 、向 を大陸新 東京 社勤務とい

ことにして、月 は本代として ったとい 。 
さらに美濃部が国内で 翼の を けているので、小森が に して美濃部の

を ったとい もあるが、 はわからない。また、 家が美濃部のために をみたのは、

から まれたことで、 の は美濃部の と であったとい 事の の

もあるが、 はわからない。また、小森も高 も上海で と会って るが、 とのつなが

りはなかったと している人がいる。 
こ した と高 、そして美濃部の事 のよ に、転向派知識人や 国大学の教授にたいする

この 時の 部や や 所の いかたがわかる。い れにしても、 、高 、島野武、

美濃部亮吉、小森武の 4 人の結びつきが、戦後の都政調査会の設立に いていくのである。 
ここで、も 人 れて か ばならない人 がいる。それは 新 記者で、戦後、 問題

や 中国 などについて をはった 新 記者の 名なジャーナリストで、後、 海 新

の 員を勤めた 田 である。 田は 1943 年 中国を れ、上海で大陸新 京 員

の小森と 合し、小森の案内で 京などを 行している。その後、 新 出版局上海 員

となって派 されている。 
田 について、小森武 人の は 田を した『 田 の人と 』のなかで、 の

覚書　戦時中革新と戦後革新自治体の連続性をめぐって　11



 12

よ に しているが、これ以上のことは からない。 
「上海のわが家へはじめて 田さ が えになったのは、 17 年の れの だったと 。

私たちは 、 家 の大きな家に して、 小森公館・梁山泊といわれる 、 な人 が

出はいりしたり、同 していたから、30 年経った 、はっきり い出すことはできないが、

1 年には 人が 京に 学とい ことで いやられているときであったと 。 
もち 、その前に 新 上海 局に 田さ は していらっし って、 本 さ の手

をもって 人とはたびたび っていました。すこしどもりがちで、まるいやさしい で が

ちに 家 の しなどされました。 中 ― 戦後、私たちの の上の家に、 上者の 田さ が

ていらして、 の とされた後、これも大陸新 長とい 書きのために になって

いた 島 さ が、たまたま家にいらしたので、 人は のよ に ールを み しながら文学、

政治、中国問題など てしない を、 をとばしていました。」 
この 田 人は、戦後、1950 年代の都政調査会の市民活動家グループの な ン ーと

なった。その の 田 海は、都立大学の学生時代から都政調査会の活動に加わり、後に 海

大学教授になった と、私が横浜市に ったあと、ともに都政調査会の 員となり、美濃部都

政の政 や地方 改革に活躍することになる。 
上海の小森公館には 調査部の野 をはじめ、東 同文書 の人たちや、内地からも

衛など労農派の研究者が まり、まさに梁山泊の だったといわれる。 
しかし、こ した戦前の左翼知識人たちには、国家や社会 をめぐる しい はあっても、

まだ地方自治の問題についての関心は と どなかったといってよい。1955 年の島野武の仙台市

長選への立候補を 機に都政調査会が設立され、東京都政の改革と自治体問題に り組 のをまた

なければならなかった。 
 

戦後編  全国革新市長会の設立と美濃部都政の発足 

 
と をめ 人 と 

戦況が してきたなか、1945 年 にはすでに くの部 で仕事が 小され、上海からの き

上げが まっていた。 月に 戦となり、中国大陸にいた 人、民間人など大 の人たちの 本へ

の き上げがはじまった。中国で活動していたさま まな人 たちも ってきた。はっきりした時

は であるが、小森武と高 は 戦 前に ってきた。「中国の 人たちが心 して、私

に く った がいい」といってくれて、小森より く 1944 年に 国し、山 の小森の

の家に泊めて った」と高 は している。ただし、小森の 国してきた 時の は

からない。 
高 は ン ン 学時代や上海時代に上海横浜 行の や 内 らと しくしてい

た から、2 人の で、 国して の社員になり、その後すぐ東京 行（戦前の 行が改

名）の となって、行員の研 となった。 
は戦 として中国で され を けていたが、 年、海 を けて 1946 年

に 国した。そこに、 や中国との間にど い いきさつがあったのかは である。 
小森は 国後すぐ出版社「黄土社」を立ち上げた。揚 の黄土で結ばれたとい からの名
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である。立 館大学の名 も協力し、社員には東 同文書 にいた人たちを っていたとい

。1946 年 6 月 で最 に出版した本が高 の『社会 のはなし』であった。2
後の 10 には高 の『 本 ンレー ンの研究』であった。この 2 の本は ストセ

ーとなった。文 や本に えていた 時としては であった。 
『 本 ンレー ンの研究』の 筆者は、大内兵衛、 広 、 、高 、美濃

部亮吉の 5 人で、合 して仕上げたものであった。 ン ーは高 が め、高 が小森に大内兵

衛をはじめて した。美濃部は戦前「大陸新 」の 京記者をしていが、2 人が会 のはこれが

最 であった。美濃部は小森をこ している。 
「 ン レー ンについて教授グループが をして本にした 、 はその 会 であった。

本 が だ と っていた私は、その 会 りをみて、 な人 だと った。」 
こ して小森と大内グループとの戦後の新しい結びつきが まる。 
小森が「黄土社」を るにいたった経緯については からない。しかし、戦後 年も経たない

ちの、あらゆる 資が しているなかで、設立したばかりの新 出版社が大 の の り て

を けて本を出版できたとは きである。 
ここで、私が小森や高 から に いたことから すると、 のよ な関 であったらし

い。小森や高 が戦前、上海の「大陸新 」にいた時代、横浜 行の上海 長をしていた

と しかったことは、私にも知らされていた。 は戦後、東京 行の から にな

っている。黄土社設立の資 は がな らかの をみたに いない。 は 194 年、黄土社

から『国 』を出版している。また、都政調査会ができてからも、い い と小森や

高 と していた。また小森は 行の ともつきあいがあった。 
時、 は の にあり、 制であった。黄土社が 社に けて を 保でき

たとすれば、小森と のあった 野成 の ききではないだ か。 野は戦前、 の代

としてコ ンテルンに派 され、後、中国武 政 に している。そして 3・15 事 では

されて転向している。 中戦 中、 ルプの に をつけ、 と 生事 を め、

1940 年 部の で 生 会社をつくり、それが戦後の国 ルプ会社となり、 野はその社長

となった。黄土社の は 野の手 で になったにちがいない。戦前の転向グループや上海グ

ループのたちの結びつきが かがわれる。 
黄土社はその後、1947 年山 『 本民 革 』、194 年大内兵衛、高 、向

、土 の で『 本資本 研究上・ 』、1951 年 『東京案内記』などを と

出版している。1951 年に大内兵衛は自 『私の 書』を黄土社から出版し、 のよ に し

ている。 
「学会の吉 治とよばれる高 と の であることを自 する黄土社の小森武 と

は、私の である。 年 月、 は 記者をつれて私のとこ に しかけ、私の 書を書く

から、 問に えよとい 。つい を してしまった。高 の 動によって、 体はついに

ないものである。」 
黄土社は に かったらしい。小森はその資 で大内グループの生活に っている学者たち、

に若い研究者も めてよく をみていたとい 。そ した人たちが、後に都政調査会に 加し、

また らの にもなったのである。 
しかし、経 や事 は であるが、1954 年に黄土社は する。高 は簡 に のよ
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に書いている。「 っかくの 生たちの ックにもかかわら 、小森さ と私たちの は し

た。 ン レ収 の （ ）であった。」 
また、小森武の 人の は戦後、小森の家に「 していた 新 の 田 が『 』の

本 をやっていて、1954 年に 若の あって、黄土社から出版しよ としましたが、黄

土社は の 前、 務 の し さえを け、社員は 、私まで にかり出されたときだ

ったので、 けすることができなかった。」と している。 
後、小森は 時『東京案内』とい タ ン のはしりとなる月 をだしていたが、長

きはしなかった。この についての事 はよくわからないが、 そらく都政調査会の設立時の

代 事になった 、 が関 していたのではなか か。そして 1955 年 10 月の東京

都政調査会の設立になっていく。 
 

を と 革新 長と の 市長   

1947 年、4 月に 1 地方選挙が行われた。しかし、新しく選ばれた首長・ 員の くは、

戦前の い政治や 体制が、 を えて く っていた。その 方、戦後の と民 への

の 増のなかで、広い での革新首長が大 に 選した。 
海 、長野 、 、 島 の つの と に、大都市では横浜市、京都市、 市に革新

系首長が 生した。その か大 市、上野市、 市、 田市、 市、出 市、 市、 代

市などの社会 市長、その 所 の革新系首長、11 人の 長など、また地方 会にも

革新系 員が大 に 出した。また、戦前社会 運動の経 のある首長も 人かいるが、なかで

も 長となった 家新 格は異色の であったが、1 年で戦後革新に して した。 
その後の 2 地方選挙の前後でも、1949 年に 市、1951 年に高知市と 市に革新

系から された市長が 選した か、 くの地方都市に革新市長が生まれている。 
しかし、その くは戦後生まれた労働組合の出身、戦前の農民運動の 者、地方の 力者、文

人などであった。1952 年までは戦後 の は収まらない による 体制のなかで、

財政、行政ともに自治体の首長のできることは られていた。 
1955 年の 3 地方選挙から、 自治から自治 大の運動が まるよ になった。こ

の 3 地方選挙の前後に生まれた な革新首長は、以 のと りである。（以 、市名の

の 内は市長の のみ ） 
広市・吉 、 市・ 内 吉、 市・ 、 田市・ 大 、 市・ 田

、仙台市・島野武、 市・ 地 、 市・ 東民、 田市・小山 、 野市・ 鳥

、大 市・ 、横 市・長野 、 治市・新 、 市・ 、田 市・ 田

などの 30 市以上の自治体の長であった。 
戦前の農民運動や社会運動経 者のなかでも、地 の革新運動の経 を できた首長たちが増

えてきた。なかでも、 広市・吉 、 田市・ 大 、 田市・小山 、大 市・ 、

市・ 、 市・ 野 、高 市・ 上 、高知市・ 家 、田 市・

田 などの市長が 立った であり、1960 年代革新自治体の時代につながっていく。 
この 1955 年 4 月の仙台市長選挙に、戦前 で た の で の島野武が立候補した。

島野は 192 年の 3・15 事 の 者の にあたっていたが、 国後、 社 ルに

事務所を き、1950 年には東京 会 会長を務めている。 
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時の仙台市政は保 の 市長のもとで がはびこり、仙台出身の島野が市民の の

高まりを けて、左・ 社会 の を けて立候補することになった。この選挙に小森武を

に、 ・ 、 野成 を め戦前の転向者グループ、大内グループの学者が にかけつけた。

小森は選挙前年から仙台に行きっきりであった。 時、都労 の財政部長をしていた は

『都労 年 』のなかで「小森社長が 月も にしている間に、黄土社の社員たちが会社

を 手に してしまった」と書いている。 
結 は か 500 の で島野は に れた。しかし、 に があったことが発 し、

の結 、1957 年に最高 の が出て、選挙の とやり しが した。それを けて

195 年にやり しの市長選挙が こなわれ、島野が社会 の で び立候補して 選した。 
この島野が 1955 年 4 月の最 の選挙で 選した 6 月後の 10 月に、小森と高 は都政調査会

をたちあげるのである。その間にど い 経緯があったのかを、 に ることにしたい。 
 
東京都政調査会の設立の  

1955 年の 3 地方選挙で大きな になったのは、東京都知事選挙であった。

知事の 3 の選挙であったが、選挙前から「都政 」の文書がながれ、革新 は元

田 をたてたが、 戦の に れた。この時 では都政調査会はできて ら 、小森は仙

台市長選にかかりっきりで都知事選にかかわっていない。 
しかし、 選 後に都 に の 査がはいり、 員 11 人、 者 26 人、 内 記者 7 人

が され、都民の がたかまった。東京都で働く 員 がつくる労働組合の 合会である東京

都労 （都 労、都 労組、都 労組、都教組、都高教組、都立大学教 組の 20 人）に

は、東 労組など戦前からの労働運動の があり、自 たちで都政の改革を えよ と動きはじ

めた。そして、「都政を るくする」とい リ ンを 組合員が けると同時に、都政の 会を

組織することとし、内部に「都政調査 員会」をつくり、都行財政の を こな ことを し

た。 
このとき小森武と高 が都労 からの を けた。『都労 年 』のなかで

は「都労 の中 書記長と小森、高 が も本部の で しあっていたことを えてい

る」と書いている。そして都労 の出資により、都政調査会をつくることとなり、1955 年 10 月

22 に発 した。 員には前に掲げたよ な人たちが選ばれたが、労組 員以 は小森と高 の

2 人による人選であ 。 
設立にあたって、 のよ な が掲げられた。 
「都政に関心をもつ学者文 人グループと、都 10 人の 員を代 する組合の 加のもとに、

都政研究のための会を 、 都政をめぐる 問題の な調査、研究、立案、 公

の 演会の 、 団をつくって都内 所で の 会を き、都民に向けた都政の 活

動を こな 、 そのため月 「都政」を発行する。」 
小森と高 はすぐ、 演会や研究会を組織しはじめた。1956 年 1 月には 23 と の 36

所で「都政を る 演会」を き、「 大学」も した。そこには大内兵衛、高 、

、 衛、向 、 田武 、 、 山政 、 、中 、野 、

、山本 、 山ち 、田中 美 、 、 たちが 加した。こ した人たち

を組織したのは高 であったが、大内グループの学者たち、さらにそれ以 の 家や文 人た
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ちの名で かるよ に、 時の都政問題にたいする関心の高さが われよ 。 
小森と高 の広い人脈のなかで、戦前の で戦時 資動員 に加わり、戦後経 本部

長をつとめた や、また 事 で された戦後 市長になった や

が協力しているし、東京 行の がなにかと都政調査会の をみていた。 時の都政調

査会にはそ した戦前の左翼知識人や文 人、大陸でつながった新 、保 翼系らしき人 が

出 りしていて な があった。 
都政調査会の設立は、 戦前の左翼グループが 1955 年の島野の仙台市長選のなかで、新しい政

治テーマをみつけたこと。 い体 のままの東京都政に する都民の と地方自治の 機に立

ち上がった都労 。 の政治・社会改革を 体 なテーマとした労農派大内グループ、この 者

の協同によって になったといえよ 。ただし、この時 でこの人たちが自治体の革新と市民自

治についてどれだけの 識をもっていたかについては、さらに する があ 。 
1956 年 1 月に発行された機関 『都政』の 1 号には、発 の として、 やかに のよ

に書かれている。 
「都政と都民とがかくも している時代もないでし 。これは都政 局の であると同時に、

都民の ともい きであります。 
都政調査会は 派を えた自 な立場で都政を研究し、都民のみなさまに資 を提 すると同時

に都民の を都政 局に えて『 らの みよい東京』を するため 力したいと います。

そのためには よりも 、都政に する都民の関心をたかめ、都政 局と都民の間をつなぐこと

が大 でありまし 。 
月 『都政』はこのよ な大 な仕事を 行し をあげるために発 されました。いわば『都

政を る広場』になることがこの の であります。」 
そして に高 の「地方自治と中 」の 文が載 られている。 
地方自治制 が 行されて 年 にあたる 1955 年の 3 の 地方選挙と 年の地方自治法

の改 は、戦後地方自治の 出発 ともい ことができよ 。地方自治がよ やく してきて、

戦後地方自治の い手となり る新しい首長が 出てきた。その に戦 の が み、高

成長への がかりができると同時に、自治体に する中 が され、自治の に する

機 が広がってきたためである。 
そ した状況に に したのは、自治体で働く労働者の組織である自治労であった。1956

年から自治体労働者が 民と結びつきながら、いかに自治を り発 さ る きかの学 をすすめ

るための組織 の がはじまった。そして 1957 年に の地方自治研究 国 会が 市

で かれた。 
この 会のために、行政学、財政学、政治学をはじめ、さま まな 野の学者・研究者が 加を

められた。この人たちも研究 からでて自治体の に関わるのは めての経 であり、自治体

問題に する関心をもつきっかけとなった。1955 年に設立された都政調査会の 員はまだ戦前の

活動家や大内グループの な研究者であったが、さらに 、大島 、小 、 田

衛、 、 吉、 利 、野 、 、 、 、 、高

ら、若手の研究者が 加してきて、さま まな研究会や調査活動ができるよ になったのは、

2 年 ど経った 1956 年 からであった。 
1956 年 から都政のあり方の研究会で、高 が中心になり「都政 新のための く
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り」の が まった。その結 が 1957 年の 4 月号の『都政』都政調査会 グループによ

る「み なで都政を えるためにー都政 案」が発 された。内 を して したい。 
「  戦後の地方自治をどのよ に するか   国と地方団体の関     
国と都の関 ―その 性について   都知事と都 会   都政は都民の

をみたしているか   都政民 のために」となっている。 
前文では 案をつくった として「都政をど す きかについて、政 や、市民団体や労働組

合や、また都政に関心をいだく くの都民に し、問題の所 を して、 の手がかりを提

するとともに、 な え方を、 したいがためである。 案と のも、そのためであ

る。」と ている。 
以 、61 の をあげている。 の から までの を する。 
「  戦後の地方自治制 革の     戦前の 本には民 な自治がなかった 
  法が保 する新しい地方自治とは  戦後の地方自治に する つの  
  問題はここでも コースが まっていること  民による 民のための政治」 
そして都政について 体 な問題 の と提案をしながら、61 の の最後は「都民との結

びつきが よりも大 である」で めくくられている。 
1956 年の では社会 にも労働組合にも都政を めて自治体問題にたいする 本 政 がな

く、この「都政 案」は革新 にとって めてのものであった。その後の社会 の自治体の

成運動や革新市長会の政 の ルになった。 
この年に地方自治法が改 、地方財政の など、中 体制が され、戦後地方自治への

機 が高まり、自治労は組合員による自治研究 会を していた。自治労から された小森

や高 は地 との「地 自治研」の組織 を提案し 員長と協 していたが、「 国自治

会」として 年 1 の 会が で かれている。 
                     
市 都 の と都政調査会 

1955 年 2 月、小森武と都政調査会にとって大きな転機が れた。それは 1955 年 2 月の仙台市

長選挙で によって 選した島野武が、最高 の により、やり しの選挙となり、社会

や労働組合の を けて 立候補したことである。小森は仙台で選挙に り き、 ・

をはじめ戦前の 間や大内学者グループの人たちも に けつけた。195 年に島野は 立候補

者に大 で 選した。 
小森と都政調査会は めて自前の革新市長を し、その後の 1960 年代の革新市長の組織 と

革新都政 への出発 となった。な 、島野市政 2 に、都政調査会から 長がブレー

ンとして派 され、また は美濃部都政 後、知事 書 にはいっている。 
方、 都政では として 政や が き、都民の が高まっていた。195 年には

な が こり、また 局、民生局で が発生した。都政調査会は山本 、 、

、田中 美 、 山ち 、 、小森武を代 として「都政をきく会」を いて都

の 事者や都 会 員に り、その後、会の名 を「都政を るくする会」として活動を ける

こととなった。 
1959 年 4 月、 4 東京都知事選挙が こなわれた。 は 選を し、保 から東

、革新から び 田 が立候補した。前 の 1955 年の選挙のときには小森はとくに関
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はしていなかったが、 は小森と都政調査会の から 田選挙の政 の立案と演出を小森は

された。小森人脈をはじめ都政調査会のスタッ が動員された。私は小森について 田 である

若 にで いて都政や自治問題の しをした。しかし 田都知事は できなかった。 島

がこの選挙をめぐる小森を 題とした小 『 のあと』を発 して 題になったことは く知ら

れている。小森の革新都知事 への が高められた選挙であった。  
1959 年に 保 の改 問題が最大の政治 題となり、社 政 をはじめ労働運動が

運動の組織 をすすめていた。しかし、戦後の民 の 力である りの労働組合運動

は、 の に されるよ に、 がり にたたされてきていた。 方、都市 、

が に なかで、 の運動にあきたらない、地 や身 な問題の を 地 労働組合

組織や地 の市民・ 民運動の組織が生まれ めていた。 
1960 年 6 月、国会をとりまいた 保の国民運動が したなかから、戦後民 のあり方

や革新 力の体 への が まった。都政調査会は 10 月に『大都市に ける地 政治の

』の調査 書を発 した。 、 利 、高 、 海 が、 の地 で

の保 を し、中 だけでなく、地 からの自治体の改革と民 の 立の 性を

提 したものであった。都政調査会のそれまでの活動を まえて自立 市民の 成を とする新し

い政治 題の戦 問題提 であった。研究者と市民の からの戦後民 の と自治体改

革運動の まりである。 
この 60 年 保を に、戦前 革新の体 と人脈を き ってきた戦後 革新から けだし め、

戦後民 を まえた市民政治 革新への 行が まる。社会 の 1961 年の運動方 ははじめ

て「地方自治体改革」の をとりいれ、『自治体改革の手 き』をつくった。 
それまでの社会 に代わって、社会 にも革 から改 の 改革 の が高まって

きた。大内兵衛と向 が設立して、社会 の になっていた「社会 協会」も、

を とする向 と の改革 の高 との えが 立し、 人は を かつ

ことになる。向 は都政調査会に ることはなくなり、小森と高 の結びつきは くなった。 
1962 年の都政調査会の 員名 でみるよ に、 を め 立 の戦前の活動家は を

し、 、大島 、 田 衛など、 に政治、行政、財政、都市政 などの 大学の研

究者たちが中心になってきている。経 者 の都労 の 員は 事になり、学者グループが 員

の中心になり、調査・研究体制が された。 
 

東京都政調査会 員（1962 年）（ ）内は 時の経  
 問 大内兵衛、 武  
事長 高  
務 事 小森 武 
  事 衛、中 、上 治（東京都民生局長） 
  事 元 （島野武 事務所） 
員 、 、 成、  、 田武 、 田 衛 

（国 教大学 経 学）、 吉（東京大学 財政学）、  （武 大学 

財政学）、大島 （ 大学 行政学）、小 （武 大学 経 学）、  （武 大学 

政 ）、野 （武 大学 経 学）、 （法政大学 政治学）、中  （法政
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大学 法学）、 利 （法政大学 政治学）、  （東京大学 財政学）、 田 （東

京大学 教 行政学）、 （ 大学 都市政 ）、  （法政大学 経 学）、

 （成 大学 行政学）             都労 員 7 名がいるが した。 
 
60 年 保以後、地 でさま まな政治 題に り組 組織が生まれはじめた。総 は 1960 年

の 6 大会で「地 を中心とする地 組織の 」を ち出し、地 勤労協の組織が広が

ってきた。また、 の市民の 民組織が地 の民 の運動を めた。小 市民の会、中

市民のつどい、 の会などである。公 問題に する 運動も しくなってきた。そのため都

政調査会は 1961 年に『地 活動の手 き』をつくっている。 
都政調査会は 1961 年 から、大きな都民運動を組織しはじめた。「都政を るくする会」で

り上げたテーマから発 した高 増設運動である。「 人も中学 人をださない」とい さ

たちの運動は、教組の組織をこえて 都に広がり、 にも自 に組織ができた。都政調査会の

事務所には たちが れるよ になった。その 田 の 人をしていたのが、前にあげた小森

の上海時代からの 田 の 人であり、前に たよ に、その の 海が、私が横浜市

に転出したあと都政調査会にはいり、中心 となる。 
くわえて 1965 年の都 会の 事 に する都民の の高まりが、自 発生 な市民運動の

広がりとなった。都政調査会は「都 会の を める市民 員会」をつくった。会には 山政 、

都 人、中野 、 、 衛、 吉、 山 、高 、 、 、

、 などがなったが、戦前派と戦後市民派が になり、これも小森と高 の人

脈であった。また、都 人もよく事務所にきていた。かれは ン協会の 事をしていて、

協会 員の を り できた。 は 3 年 ど都政調査会に 員として したあと、

大学教授となった。 
こ した 60 年 保以後の 国でのさま まな市民運動の広がりが、1963 年の 5 地方

選挙で、1955 年の 3 地方選挙で 生えてきていた革新自治体の を 挙に 国 に広

げることになる。 
 

市長 革新市長会の 成を  

5 の 地方選挙での都知事選で、革新団体は戦前からの文 人で、戦後、 市長、兵

知事を勤めた 本 を候補とした。 本は仙台の 制 高で 東民・ 広 ・ と同

じ社会 運動の 間であった。 
この選挙でも小森をはじめとして都政調査会が政 立案に わったが 本で れている。しかし、

すでに 田市、 田市、大 市など、 くの地方都市で革新市長会の中心となる市長が 生してい

るし、1962 年には東京の調 市で本 が 選している。これらの経 はすでに くの資

にあるので、1963 年の 5 地方選挙での革新自治体の 大と革新市長会の結成にいたる事

について記して きたい。 
1963 年の 5 地方選挙では大都市で、横浜市・飛鳥田 、大 市・中 、

市・吉田法 と、 市・ 広 、 市・山 、武 野市・後 、上田市・山

、中 市・長 など 20 市を える革新市長が新たに 生した。この選挙の結 は、小森

と高 に される戦前グループと大内グループと、60 年 保以後の市民派と 改革 の研究
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者、自治労の運動などが、 派市民運動と合 したものとみることができよ 。 
仙台市長になった島野武は前年の 1962 年に 2 の 選をはたしていた。63 年 9 月になって

島野市長は横浜にきて、飛鳥田と私が会って しあった。 国の革新系の市長に びかけて革新市

長の まる組織をつくりたいので、飛鳥田にまとめ になって しいとい 提案であった。飛鳥田

はすぐ 成し、 びかけの をすることとなり、私に をするよ した。 
そして 9 月、東京の都市センター ールで、都政調査会の による「革新市政の と研究

会」が かれた。これは 1963 年の選挙結 を けて、島野が小森と して びかけたもので、

革新市政のあり方を しあ 戦後 めての大きな 会であった。 
会には にあげた大内グループをはじめ 市民を めて 200 人以上の人たちが 加し、高

の 会で行われた。仙台市の島野武は「市民に 結する市政の民 」、横浜市の飛鳥田

は「 と 人市民 会」、大 市の中 は「 年 の都市 くり」、 市の吉田

法 は「 市合 とい 新市のなやみ」のタ トルで し、武 野市の後 と 田市の

大 が「中都市革新市長の と 」を た。 
これらに して 田武 、 、 田 衛、 吉ら研究者が 問や を て会場は

に れていた。戦前知識人の教 と、戦後の革新市長と 1960 年代の市民の とが結びつい

たといえよ 。このなかで、私には 吉の「革新 な政治よりも、 を こさないだけで革

新 だと えた がいい」とい 発 が であった。 
年 4 月、飛鳥田が びかけて、とりあえ の 館に 市・など 選したばかりの革新

市長が まって しあった。その結 、 に仙台で革新市長の 会を くことを びかけることに

なった。 
1964 年 11 月に で東 本の市長を中心に くことになった。 本の市長とは

し合いが でいないのに加えて、社 の市長の動きをみるためでもあった。22 名の市長

が まったが、会の案内にあたって会の名 を「東 本広 ・公 会 」を の名 にして

くとい やり方を 70 年 までとってきた。市長が出 しやすい名 とそれ れの政治 に

したものであった。社会 からは 田 国会 員だけが 人の資格で 加した。 
この 会で に「 国」ではないが「東 本革新市長会」が発 した。会には都政調査会の小

森も 公 に出 して り、島野は革新市長会の事務局に都政調査会がなることを でいた。し

かし、東京都政調査会の名 と性格から があるとして、横浜市が事務局を することになっ

た。以後、 国革新市長会の は、「広 ・公 会 」を の名 にして くとい やり方

を 1970 年 までとってきた。 
この 1 会 でも、自治体に ける「革新」の はなく、また運動方 らしきもなく、

やきや みを る のものであった。飛鳥田会長が総会で 調 を こない、また 市長が

を こなった えで、それを する ができたのは 年の 1965 年からであった。また、社会

地方政治局が中心になり、 部組織の をとった事務局「地方自治センター」ができ、 大学

の大島 が会長になったのもこの年である。 
こ して革新市長会は都政調査会をめぐる戦前革新の を して、よ やく 自の をもて

るよ になり、 加市長は社会 系が中心ではあったが、 自民を掲げることを 本に 本の市

長も 加し め、 国名を名 り、 に会員を増やし、1973 年には 137 都市にまで増加してい

る。 
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この時 、 方が く、 にでることがなかった小森は、機関 「都政」に「こばやしけ じ」

の ン ー でい い 筆しているが、1965 年、 出書 から「 代の経 」 リー の 15
に『都市 くり・都市問題の と 』とい タ トルの本を出版している。小森の の

書である。 す きことは、小森はこのなかで大内兵衛の を しながら「都市 くりの

を 成するためには、都市 民にとって な最 がま もって されなければならな

い。そのため ン・ マ の 立と、その え る き上げを する 」の 性を じ

ている。 び方は し が、1967 年に 場した美濃部都政の政 に、 が ル・

マ の名 で、自治体の総合 にとりいれることを提案した 2 年前のことである。また、1959
年 2 月号の 『 』に「東京 ジャングルの は」とい 文のなかで、都市 の公

の を じている。 
 
都 に大 ー の美濃部  

1967 年、革新自治体の に新しい状況が生まれてきた。ここで び、戦前革新の大内グルー

プと転向派の小森人脈が自治体の 台に 場し、戦前と戦後を結 最 マが される。それ

は 1967 年 4 月の 6 地方選挙で、東京都に美濃部革新知事が出 したことである。 
都 会の 事 などから東 都知事は し、自民 は のあげく、立教大学総長の

をたてることとした。社会 や労働組合は前総 長の大田 を そ としたが、 前にな

って は立候補を りやめた。 った社会 はそれまで都政 新運動を ってきた小森に した。

高 によると、小森は高 に 方がやらないかといってきたが、高 は美濃部亮吉がいいと

したとい 。 
小森はすぐ 成して美濃部に 公 に をすると同時に、 かに横浜にきて飛鳥田市長に

した。飛鳥田も 成して、小森・飛鳥田・成田知 社会 員長の 者会 で、美濃部に出

をすることを めた。小森と飛鳥田は 人で の大内兵衛を 、美濃部の を だ。美濃

部はいった ったが、 広 、 ら大内グループの だった人たちに し、最

に大内、小森、飛鳥田、成田の を けて立候補を した。大内グループは、島野武の仙台市

長選挙戦の後、 び立ち上がり、60 年 保以後の市民運動の大きな を けながら、自治体政

治の 台に上ることになる。 
美濃部都知事のブレーンとして 時 書 で 「 」の 長をしていた を都知

事 に るよ に したのも大内グループの人たちであった。 
こ した戦前・戦後を じての 動のなかでの大内グループの動きについて、 どのよ

に されるだ か。大内グループについての な研究者である ース スタン大学の ー

・ハ ン教授は、『 性ある人びと 力ある 』のなかで、 のよ に ている。私が都政

調査会でその人たちと したか りでは、 な だと 。 
「大内たちは 本の市民社会を しよ とした。その す方向は、 横な国家 力を 制し、

国 の を き、広 に よ 経 セ テ ットを し、す ての 本人に、政

に で自 たちの政治 ・経 事 を制 さ るための をあたえることだった。教

ある市民こそ公 な経 と民 な政治文 にとっての中心 だと していた らは、長

い間公 に いて しつ け、それらを政 と市民社会 方の 制 のなかに さ るよ

に働いた。―中 ― 小森は公 行政を 派にとって な政 上の としてあつかった最
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の人びとの 人であった。」 
美濃部の都知事 選は政 や労働組合の力だけではなかった。都政の と高 成長の みに

たいする市民の 、 国 な市民派市長の広がりが になっていた。また、戦前の など

の革新 や 部の保 系政治家も、 かに ールを っていた。戦前 の左派活動家と戦時の総

動員体制をつくりあげ、さらに 1950 年代までに戦後 をはたしてきた らは、戦後の新しい市

民政治の れにも に していたとい ことができよ 。戦前、 にいた大内兵衛の

である は、1970 年に 市長となり、美濃部都政を から していた。 
『 同研究・転向』のなかで が しているよ に、総力戦体制から戦後民 への

行のなかで「知識人たちが戦 とい 問題について、自 の内 に問い 団内部で な を

わすよりは し 国家 とい の事務 について、 団が 体となって、大 の組織 の

なかで 活動に向か ことの を えていた」とい ことができる。 
ただし、 ー ・ハ ンの のよ にだけ け めるわけにいかない もあると 。この人

たちが戦前と戦後の 性と 性をどのよ にとらえてきたかを、さらに してみる が

あ 。 
も『東京市政』のなかで、「東 新 設と国内体制 、 方では と民

とい の いは大きい。だが、その中心 な は に戦時 革新を った人 が ま

れて り、 には の 性をもつものといってよい。」と しているその 性とはな

なのかとい 問題があ 。 
本の戦時中革新の い手であった社会 者たちの くは、 大戦を 機とした大

ク ー時代後 の政治の民 と社会 の高揚のなかで、「国民国家・ナ ナリ 」を生み

出した社会 性格のなかで ったともいえよ 。 
大戦後の戦時中革新はそれを き ながらも、60 年 保以後、市民 の戦後 ク

ーと結びついたのは、そのなかでも治 法に内 している「 と 」のなかの され

た転向グループであった。これらの人たちは、大 ク ーと戦後 ク ーの中間をつな

ぐ にあったといえよ 。 
 
国 と 学 ー の戦前と戦後 

な 転向グループや労農派や 代 者たちが総動員体制に組み まれ、また協力していったのか。 
よく知られているよ に、大 ク ー時代に 代 を ぐ 本に、 のさま まな

がはいってきた。1917 年には 革 が こり、 に めて社会 国家が出 し、マルク

ス が に広まった。 本の知識人にも同 であった。 制をはじめ国家のあり方に す

る が高まり、労働運動も活発になってきた。それは や社会 に立つ者だけではなか

った。 
それを 力の 翼団体や 部も、 大戦 後の戦後 のなかで、農 の や都市

の労働者や 所 者の生活 が み、 動が 国に広まったことに 機 が広まっていた。大

ク ーが生みだしたのは、社会 だけではなかった。なかでも、この時代は の時代

であり、 事 の が み 部のなかに が高まってきていた。国家の改 を える新しい国

家 も台 してきた。 
なかでも、陸 の内部に新しい政治 力が生まれてきた。それが「国家総動員」の えである。
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事力だけでなく、国内の経 力や人力をす て戦 に動員しなければ、これからの国 力のな

かで 本は立ち向かえないとい のである。そのためには国家の体制を改 しなければとい

が 部の若手 の間に広まってきていた。まったく に くが、国家の改 の とい

では、 翼グループや 部と左翼活動家と したものがあった。 
内 時代の 1919 年には国 が 設され、国家総動員 が され、内 局が 収さ

れた、陸 の内部では若手 を中心に「 国国 資 局」の 設が されている。その人たち

の は 、中国の東 の が 野にあった。 らが とした学者や知識人は国家革 の

派の学者ではなく、国家と経 の 体 改革を する労農派の学者グループであったのは

であった。財政学や 学の 家がいない 部、とくに陸 にとって東大大内グループの協

力が であった。 調査部も同 であり、国家改 の にとっては 制を めた転向派

の研究者であれば、その 力が戦力に えるとい えであった。 
こ して大内グループは、大陸での 協 の 土の 設にある の をもって えられ

た「 」についたのであ 。 そらく、 らはそれ れの「 」のなかに「 ジ の 」の

翼にかかわっているとい をみいだしていたのであ 。また革新 も 部に組み まれ

て大陸に っていき、そこで らとの が生まれるのである。都政調査会に まった学者グルー

プも、その戦前の弾圧と、大陸での の高揚を経 した人たちが中心であった。そして、こ し

たグループが戦後 に して力を発 するとい 戦後 ク ーの時代の 翼を こ

ととなる。 
そして らは戦後の した 本の国土と資本 体制から生 る を社会経 の改革によっ

て しよ として戦後はさらに の い手となる。だが、まだ「市民」とい をもたなか

った らが、どのよ な から戦後民 と市民運動と結びついていったのか、都政調査会の

設立に まった人たちがどのよ に えていたのか、もっと しい が であ 。この

1945 年をはさ つの時代の ク ーに ける「革新」に するものがあるのではないか。

その いくつかの でも するものがあるとい 田 も している。 
こ して、戦前・戦後のつながりの えに成立した美濃部都政は、小森がブレーンとして の

とい より、 し 美濃部の 身となり、 の大陸でのつながりや、戦後の左 を問わない 広

い人脈を動員した。小森は公 な場への出 や発 が なかったし、くわえて自らの出自について

ることがなかったため、マスコ からは「 の人」とか、ときには都政の「 スプー ン」とか

ばれたこともある。しかし、美濃部自身が「私の な 、 のブレーンとして最も大

きな を たしてくれたのは、やはり小森武 であった」といっているが、時代をみる れた

力と教 をもった人間 力のある人であった。都政は の 力の で大内グループ、経 、

都政調査会の事務局長武田 、研究員の 、 田 海、 など、それに加えて な学

者グループが、それ れの をもって して められていくことになる。 
こ して出発した美濃部革新都政は、国政に政 転 を ると同時に、その後の 国の自治体選

挙に大きく した。1960 年代以 の革新自治体は、こ した戦前戦後の政治 ル ーを 収

し、 け ながら、新たに「市民」と「自治」を ー ー とした革新自治体の時代を すこ

とになった。 
ここでは、それ以後の革新市長会と美濃部都政の経 と、戦後革新の と については、す

でに くの記録があるので、それらに ることとしたい。 
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大 ー の 後の  

最後に戦前と戦後の と を する、ある「事 」について、記して か ばならない。

1970 年 11 月、美濃部都知事が 時の自民 内 に されて、中国政 へ 中国 の

提案を記した「保利書簡」を り いだ事 である。 
まだ 中国 以前の 1971 年 11 月、私は 中国 国民会 代 団団長の飛鳥田市長の

書として 中していた。同じ時 、美濃部都知事も小森 書長のもとで、 を 問した後中

国に かれ、 京 で私たちと になった。 
11 、人民大会 で 代 団と 首 との 同会 が かれた。その 上、 首 は

「 本の保利 とい から手 がきました」といい、中 協会 会長の 国 に を けた

が、 は「知りま 」といった。すると 首 は大 で「 （中国 部の 者）、 前は

知っているな」といい、立ち上がった に「 め」と じた。それを いたあと 首 は「これは

本政 のまやかしだ。われわれの政 が中国の の政 であることが書いていない。 け れ

ない」と い 調で した。会場に きがはしった。 
け方、 京 に り、同行記者たちは が保利 長 の書簡を したのかと大 にな

った。私はすぐ、これは小森の仕掛けだとわかった。小森の部 にいったとこ 、小森はそ だと

い 。そこで、これからの 京での記者会 では美濃部は知らなかったことにするが、い れはば

れるだ が、美濃部は 、 に向けて立つので、その間、東京と し合 時間が だ。そ

れまでは っていてくれとい ことであった。そして 2 後、美濃部は で記者会 をしてそ

れを め、 本では革新都知事がな で自民 の手 いをするのかと、大 になった。 
時は 首 のもとで 田 が 務大 で、 田に い保利 が自民 の 事長であっ

た。その 田派の が、上海の大陸新 社長で小森と なつながりがあった自民 国会 員

の 家 であることは前に た。 
内 国 は『みの 都政の 』のなかで のよ に書いている。「 16 年 5 月、 田は大

から派 されて中 民国国民政 財政 問になった。 中 大 にはいったのも、大内兵

衛の よると されるし、中国大陸で同じ大内 の大陸新 の高 員や小森武

長を知るよ になり、 を わ ながら を めた。」 
さらに、 家は美濃部のために、上海の「大陸新 」の 京記者になれるよ に し、それに

よって 兵をま かれ、保 を めさ てもらえるよ にしてやったとい しもついてまわった。

田から美濃部が書簡の中 を まれたのは 9 月 だとい 。その しをしたのは 家から小

森へであった。 
10 月中、 田・保利らは書簡の内 をど するか していた。そのいきさつについては、美

濃部が 書『都知事 年』のなかで らかにしているので、ここではそれにゆ る。ただ、美濃

部はその 書のなかで、「知事になってから、小森と 家さ との を じて 識ができ、 田

さ とも公 、 公 にたびたび会合していた」ことを っている。 
い れにしても、1971 年 4 月の都知事選で、美濃部が 2 に立候補したとき、 ンテーマに

「ストップ・ ・ ト 」を掲げたのに、その 年後に 首 の を けた保利 長 の手

を中国に することにしたのは、小森と美濃部の戦前の中国での い れがあったからであ 。 
さらに最 新しく かったことは、小森と との関 である。小森は 京につくとすぐ書簡を
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中国 部の にわたした。 部は事前にこの内 を し、 け らなかったことにしよ

と し、小森・美濃部 にも えられたので 知していた。したがって 首 との会 の場では

題にならないは だったとい 。しかし、 首 はそれを公 し、 しく してしまったのだ。 
は と小森は、それ以前に上海や東京で があった。 は 本が 国で設立した「

国大学」（ ）の出身で、1964 年 時の 部から、中国が中 の 務のために東京につ

くった「 事務所」へ派 されてきていた。 
1970 年 時の がある。 国大学で と学 であった 新 の 本 から、 時 海

新 の東京 員をしていた小 に、「 の の が東京にきているよ」と

があり、同じ 海 新 の 田 と小森武の 3 人が まり、中国での を めた時のもの

であ 。 は小 がもっていたものである。 
はこのあと、 本 として中国政 部に る。小森は 京についてすぐ、書簡を に

したとい から、保利書簡を することは、事前に と調 みであったにちがいないと

。それには 家 も関わっていたであ ことも できよ 。美濃部はそ した戦前の大陸

グループの中国政 への 者になり、マスコ から「 ンジャー」 ばれたのであった。 
この 1971 年の保利書簡問題の 年、田中内 によって 中国 が した。それ以後、大

陸や大内グループなどの小森 のこれまでの人たちと都政調査会との関 は、年が経つ とに

になっていく。同時に大内グループにとっても、自民 の大陸派にとっても、戦後の は れ、

者の関 は になっていく。政治の 年体制は わりを げていた。 
美濃部は 1977 年、4 の都知事選挙には出 しないことを し、1979 年 4 月をもって美

濃部都政は り、保 の 都政に わった。やがて、大内グループの学者や戦前の左派活動

家も高 となり、 に なくなってきた。19 2 年、都政調査会はその を えて を

した。美濃部亮吉は 19 4 年に、高 は 1995 年に くなった。小森武は 199 年に 6
で くなり、 によって 体は東京 大に 体された。 

 
（ ）3・15 事  
戦前、 本 は弾圧されて されていたが、1926 年に するために山 色 で「

大会」が かれたことが発 し、192 年 3 月 15 以後に、治 法 で 国で 1 56 名が

に 挙された。 
（ ）人民戦 事  
戦前のマルクス 者にたいする弾圧事 。1937 年、 本 やマルクス の 者とみ

なされる労農派の学者グループ 446 名が治 法 で 挙された（ 事 ）。 3 年、

として東大教授大内兵衛はじめ 広 、 、美濃部亮吉、小森武などが 挙された。 
（ ３）労農派 
1927 年こ から 1937 年こ まで、 本資本 や 治 新の性格をめぐる ・経 学者の 。

コ ンテルンの 本にはまだ 、 制が っているから の革 が だとするのが「

派」とされ、野 、 野 などの学者がいた。 
それにたいして、「労農派」の学者は 本資本 は自立 になっているとして し、1927 年

「労農」を発 した。 利 、 、大森 、向 などが り、さらに大内兵衛グルー

プがそれを して 革 の を った。この えが戦後、 本社会 に き がれた。 
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（ ） 事  
は戦前、内 の 機関で、 政 や 資動員の立案する部 。1939 年から 41 年にかけて

員や調査 が左翼活動の で 挙された事 。 、 、 、 間田 など

17 名が された。 
（ ）コ ンテルン 
1919 年、 革 を 成するために スク で結成された 運動の国 組織。戦前の 本

のなかで、コ ンテルンの に かど かで がわかれ、3・15 事 での転向派はそれを

して「 派」を名 った。 
（ ） 調査部事  
戦前、 国につくられた （ ）のなかに 1907 年に設 された調査部 。 くの学者

や 家が動員されて大陸政 の研究にあたった。その研究者のなかに左翼 が活動していたとして、

1942 年に 77 名の学者・研究者が 2 にわたり 挙された。なかに 、 、中 、

野 らがいる。 
（ ） 国大学 
戦前、 本が「 国」首都新京（ の長 ）に、「 ジ の民 協 の 」を掲げて 193 年

につくった国 大学で、 ジ 国の な若い人 が まっていた。 
 
 

● 書 
記 の補 や にした 書に以 のものがある。なかでも、 『東京市政』（ 本経

社、2007 年）、 ー ・ハ ン『 性ある人びとー 力ある 』（ 書 、2007 年）は、

私に本 を 筆するきっかけを えてくれたものとして、 に にさ て いた。 
また、都政調査会の設立時の 員でみたよ に、 員に東大新人会に所 していた人が 人いる。

東大新人会の研究についてコ ン 大学の ンリー・ス ス『新人会の研究― 本学生運動の

』（東京大学出版会、197 年）がある。 の ー ・ハ ンや ンリー・ス スなど リ

の研究者がこ した 本の社会活動の 野について な をしている。 
 

『都政』（東京都政調査会、1951 年 1 月号より 号） 
美濃部亮吉『 する ク ー』（文 社、1954 年） 

の 学研究会 『転向 上・ 』（ 社、1962 年） 
小森武『都市 くり』（ 出書 、1965 年） 
東京都労働組合 合会『都労 年 』（1966 年） 
高 『わたしの 』（ 新 社、1970 年） 
『 田 ・人と 』（たいまつ社、1974 年） 
内 国 『美濃部都政の 』（ 社、1975 年） 

新 社 『 代人 事 』（ 新 社、1977 年） 
立 『 本 研究 上』（ 社、197 年） 

ンリー・ス ス『新人会の研究』（東京大学出版会、197 年） 
美濃部亮吉『都知事 年』（ 新 社、1979 年） 

26　自治研かながわ月報 2013 年 6 月号（No.141）



 27

海 『戦後自治体改革 』（ 本 社、19 2 年） 
大 『 録 調査部 上・ 』（ 新 社、19 3 年） 

『わが異 の 』（ 書 、19 6 年） 
小 人『「転向 」の とびと』（新時代社、19 7 年） 
高 生 記 行会『 の 』（ 書 、19 9 年） 
中 『 』（東 経 新 社、1993 年） 

国革新市長会 『資 ・革新自治体 ・ （1995 年）』（ 本 社、1990 年） 
野 『東京都知事』（ 本経 社、1991 年） 

『東京』（ 新 社、1996 年） 
田 『東京都の 』（都政新 社、2002 年） 

「戦時 」（『 ジ ・ 戦 』、 書 、2005 年） 
『治 法小 』（ 書 、2006 年） 
『東京市政』（ 本経 社、2007 年） 

ー ・ハ ン『 性ある人びと 力ある 』（ 書 、2007 年） 
『 と改革』（ 新書、200 年） 

田 海「東京都政と市民運動」（『東京都政』、生活社、2010 年） 
『自治体改革・ と 』（法政大学出版局、2010 年） 

保 「東 ジ の総動員体制」（『 ジ 』、 書 、2011 年） 
田 「 つの戦後 ク ー」（同上） 

中 『治 法』（中 公 社、2012 年） 
 
● 海  
1931 年 森市生まれ。 森高  
1954 年 東 大学文学部 学  
1954 年 島大学学 学部 研究 手 
1956 年 東京都政調査会勤務。1963 年  
1963 年 横浜市 所 。 調 局  
19 0 年 横浜市 。関東学 大学経 学部教授。2012 年  
1994 年 横浜地方自治研究センター 事長 
2002 年 関東学 大学名 教授 
2012 年 横浜地方自治研究センター 事長  
2013 年 公 財団法人・かながわ活き活き市民 事長 
 

な 書  
『都市 革の と方法』（れ が書 、1972 年）、『テ ス 治 』（中 公 社、19 0
年）、『戦後自治体改革 』（ 本 社、19 2 年）、『転 の市民自治』（ 本経

社、19 7 年）、『地方自治を る 』（ 、1991 年）、『地方 の 』（学 書

、1994 年）、『自治体改革のあゆみ』（公人社、2003 年）、『飛鳥田横浜市政と革新自治

の時代』（横浜地方自治研究センター、2012 年） 
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新人会時代門屋博の写真（1922 年代）『新人会の研究』より

大内グループの集まり（1955年）『理性のある人びと』より
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大陸新報社長　福家 俊一 

「大陸新報」創刊号（1934年1月）

小森 武（1960年代）高橋 正雄（1980年代）
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左から 陳抗、小森武、須田禎一、小林金三（1970年頃） 

「都政」創刊号（1956年）美濃部 亮吉（1970年代）
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自治研かながわ月報第141号（2013年 6 月号，通算205号）

 編集後記

　国民一人一人や法人に番号をつける「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律案」（通称「マイナンバー法案」）が５月に成立し、2016年１月から番号利用がス

タートすることになった。これまで各行政機関がばらばらに管理していた個人情報が共通の番号で

国に一元化され、税や年金、医療、介護などの情報を結びつけて管理される。

　「消えた年金記録」のような問題もあり、行政手続きの公正性の観点から、事務の過誤を防ぐ手

段としての個人番号付与については、多くの人々が賛同するところだろう。しかし、類似の番号制

度を導入している米国や韓国では、なりすまし犯罪が多発しているという現状もあり、国による個

人情報の一元的管理は、情報漏えいのみならず、国民監視が強まる可能性も懸念される。将来的に

は民間事業者にも利用範囲を拡大することが検討されているだけに、プライバシーを守る対策を急

ぐ必要がある。             （谷本有美子）

巻頭言

　昨年（2012年）は国連が定めた「国際協同組合年」ということで、農協・生協・漁

協・全労災・労金等の協同組合組織が一堂に会し、実行委員会をつくり、協同組合の

認知度を高めるための様々なイベントや広報活動を行った。神奈川県では40団体の参

加から成る「2012国際協同組合年神奈川実行委員会」をつくったが、県内殆どの協同

組合・協同組織が参画した組織の形成は、まず空前の出来事であったと言える。

　日本の協同組合法制は省庁縦割りで、農協は農林水産省管轄、生協は厚生労働省管

轄という具合で、そのせいもあって協同組合間の連帯が弱いことは指摘されて久し

い。世界的には、憲法で協同組合を規定している国が多く、そもそも協同組合は市民

による自由な結社を代表するものとして、大企業による経済独占の禁止・経済民主主

義を担保するために政府が率先して協同組合の振興を政策的に進めている国は多い

（日本は協同組合振興策を持たない数少ない例外国の一つ）。そこで全国実行委員会

では、協同組合間連帯を今後も継続するために、協同組合基本法の制定に向けた研究

会を立ち上げ、協同組合法制の改革に向けて一歩を踏み出した。神奈川においても国

際協同組合年を一過性のものとしないために、後継組織として「神奈川協同組合連絡

会」を立ち上げた。

　さて、昨年神奈川県の協同組合の連帯で取組んだことに、神奈川県再生可能エネル

ギー促進条例制定運動がある。3.11以後に求められるエネルギー民主主義、すなわち

原発に代表される大規模且つ中央集権的なエネルギー政策を転換して、市民参画可能

な等身大の再生可能エネルギーを含めた分散型・自治型エネルギー政策への転換を求

める、県条例の制定運動に、生協・農協・漁協・労働者協同組合（ワーカーズ・コレ

クティブ等）の協力で取組み、署名運動（20万筆）・県議会へのロビー活動を行っ

た。県条例は、7月議会で制定、2014年4月施行の見通しである。

　エネルギー自治の運動は、息の長い取組みが必要だと考えている。福島第一原発事

故を契機に脱原発に向けたエネルギー基本計画の見直しが民主党政権で始まったが、

安倍自公連立政権は早々にこれを放棄し、基本計画策定は頓挫している。それでも

3.11をキッカケとして生じた人々の変化・社会の変化には奥深いものがあり、安倍政

権による政財官癒着の復活・新自由主義の破廉恥なる跋扈は近い将来批判され、再び

持続可能な経済・社会を基調とした政策が求められると考えたい。協同組合運動が始

まった19世紀初頭において、協同組合は自治社会運動であった。協同組合運動は自治

社会運動として3.11以後の社会づくりに責任を負わねばならない。神奈川県内の協同

組合の連帯の促進に今こそ取り組んできたいと考える。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

800 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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覚書　戦時中革新と戦後革新自治体の連続性をめぐって
－都政調査会の設立から美濃部都政の成立まで－
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